
今回紹介する団体：水土里ネット埼玉、県内土地改良区

土地改良区の賦課に関する帳票作成に活用した事例を紹介します。

水土里情報活用ニューズ・レター
第６１号

（１／２）

内容：水土里情報利活用促進事業で整備した農地筆図を活用し、土地改良区が管
理する賦課台帳データ（土地、所有者、納付者、賦課対象面積等）を結合し、
同意書を始め、賦課に関する帳票の作成に利用する。

経緯：県内の土地改良区では、水土里情報システムにより管理区域内の賦課対象
農地筆を地図上で確認することができるものの、賦課台帳データとの連携が
なされていなかったことから、賦課台帳データは紙媒体から確認するしかなく、
この作業に時間と労力を要していた。このため、賦課台帳の電子化と併せて
属性情報も更新し、賦課台帳の管理と帳票の作成までを一体的に行えるシス
テムの構築が要望されていたことから、平成26年度からシステムの構築に取
り組んでいるところである。

取組概要

賦課台帳データとGIS地番図属性の連携

賦課台帳データ

GIS地番図データ



（２／２）

今回整備する賦課台帳の管理システムと同様の仕組みを汎用化し、土地改良
区の農地以外に水利施設やため池等の台帳管理を始め、水土里情報システムの
普及と利活用の推進を図ります。

今後の活用予定

土地改良区の管理する賦課台帳データが市町村毎や台帳システムによって異
なる形式で管理されていた状況から、水土里情報システムにより統一的に管理さ
れることで、データ更新に要する時間や費用の削減に繋がります。

また、属性による色分けや検索結果の印刷・集計等、画面上で対象となる農地
筆近辺の状況が把握できます。

期待される効果

農林水産省農村振興局整備部設計課計画調整室（細川、溝添） 03-6744-2212（直通）

■お問い合せ先

埼玉県土地改良事業団体連合会 総務部 水土里情報課 048-530-7360

水土里情報システムを利用した維持管理計画書の更新（同意書作成他）概要図


